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ロードマップ策定の背景 1

地域IoT実装推進ロードマップの策定

地域を巡る課題

人口減少・高齢化の進展
 総人口：５年間で９４．７万人減少

 高齢化率２６．７％、出生率１．４６（Ｈ２７）

東京一極集中の加速
 東京圏へ約１２万人の転入超過（Ｈ２７）

地域経済の低迷
 消費の回復が大都市圏で先行する
など地域経済はなお低迷
 全国的に人手不足が顕在化

地域ＩｏＴがもたらす可能性

技術の進展 成功モデルの創出

ＩｏＴ／センサー クラウド ビッグデータ ＡＩ ＜働き方＞
テレワーク

＜農林水産業＞
ＩＴ漁業

＜教育＞
プログラミング教育

＜医療＞
ＥＨＲ

地域実装の課題
 既に取組を進めている地域はごく一部。「関心」はあるが、実際に具体的な「行動」に移せていない自治体が多数存在。

 課題は、「予算の制約」、「利用イメージ・効果の見える化」、「人材の不足」「官民が連携した推進体制の確立」。

● 地域経済の活性化、地域課題の解決につながる「生活に身近な分野」を中心に、官民が連携して、課題を克
服しつつ、実装に取り組むための具体的道筋を提示。

● 地域ＩｏＴの実装により、総合的に達成される将来像や経済効果を提示。



ロードマップ策定の考え方 2

 地域住民がＩｏＴ実装の恩恵を感じられる「生活に身近な分野」において、

地域課題の解決等に対して高い効果・効用が見込まれるモデルを「分

野別モデル」として設定。

（分野） 教育、医療・介護・健康、働き方、防災、農林水産業、地域ビジネス、観光

「分野別モデル」の設定

２０２０年度までの

モデル毎の「ＫＰＩ」設定と

具体的な工程の提示

地域の将来像・

経済効果の提示

 定期的に進捗状況をフォローアップし、着実な実装が図られるよう、

２０２０年度までの分野別モデル毎の「達成すべき目標（ＫＰＩ）」を設定

するとともに、具体的な工程・手段等を提示。

 地域の関係者がＩｏＴ実装の意義をイメージでき、自律的な実装が促進

されるよう、地域の将来像及び経済効果を提示。

（経済効果） 経済波及効果、雇用創出効果、ＩＣＴ投資増加額、ＩＣＴ雇用創出効果



地域ＩｏＴ実装の「分野別モデル」 3

全国各地域における

ＩｏＴ実装による地域活性化・

地域課題解決の実現

医療・介護・健康

教 育

働き方

農林水産業

地域ビジネス

観 光

防 災 ＩｏＴ基盤

医療情報連携
ネットワーク（ＥＨＲ）

医療・介護・健康データ
利活用モデル（ＰＨＲ）

テレワーク

スマート農業・林業・漁業モデル

マイキー
プラットフォーム

観光クラウド おもてなしクラウド 多言語音声翻訳

Ｌアラート Ｇ空間防災システム 利活用ルール

セキュリティ

テストベッド

Ｗｉ－Ｆｉ ５Ｇ

地域ビジネス
活性化モデル

教育クラウド・
プラットフォーム

プログラミング教育



地域ＩｏＴ実装推進ロードマップのポイント 4

医療・介護・健康

教 育

働き方

農林水産業

地域ビジネス

観 光

防 災 ＩｏＴ基盤

【実装の効果】ＥＨＲ、ＰＨＲによる健康寿命の延伸、医療費の適正化

【ＫＰＩ】ＥＨＲ：実装医療圏数１５程度（～２０１７）～順次拡大、患者数人口の５％

ＰＨＲ：実装主体数８０団体、利用者数３０万人

【工程】ＥＨＲ：ＥＨＲ高度化補助（～２０１７）、全国に普及展開

ＰＨＲ：モデル研究への補助（～２０１８）、普及展開の促進

【実装の効果】スマート農業・林業・漁業モデルによる軽労化・省力化、生
産性向上、人手の確保

【ＫＰＩ】実装地域３００地域

【工程】農業情報ガイドライン策定（２０１６）、ガイドライン全国普及等（２０１７～）

優良事例の創出、自治体等への補助、普及展開の促進

【実装の効果】地域ビジネス活性化モデル、マイキープラットフォームによる域
外売上増、地域商店街売上増

【ＫＰＩ】活性化モデル：地域企業の利活用状況を全国企業と同程度まで引上げ
マイキーＰＦ：ポイント導入自治体数１，３０３団体

【工程】活性化モデル：優良事例の創出、普及展開の促進
マイキーＰＦ：システム実装・地域実証（～２０１７）、普及展開（２０１７～）

【実装の効果】観光クラウド、おもてなしクラウド、多言語音声翻訳による観光客
増加、観光消費増加

【ＫＰＩ】観光クラウド：実装団体数１５０団体 おもてなしクラウド：実証実験結果
を踏まえ検討 多言語音声翻訳：導入機関数１００機関

【工程】観光クラウド：優良事例の創出、補助（２０１７～）等 おもてなしクラウド：実証
等（～２０１７）、実装（２０１８～） 多言語音声翻訳：実証等（～２０１７）、普及展開（２０１８～）等

【実装の効果】Ｌアラート、Ｇ空間防災システムによる地域防災力の向上

【ＫＰＩ】Ｌアラート：全国運用（～２０１８末目途）、地図化実装１５都道府県等
Ｇ空間防災システム：実装自治体数１００団体

【工程】Ｌアラート：全国運用開始（～２０１８末目途）、地図化実証（２０１７・２０１８）等
Ｇ空間防災システム：自治体等への補助（２０１７～）、普及展開の促進

【実装の効果】ＩｏＴを支える基盤の環境整備による利活用の促進

【ＫＰＩ】利活用ルール：明確化ルール数20 セキュリティ：演習年間3,000人以上
テストベッド：整備数10 Wi-Fi：推計29,000箇所（調査中） ５Ｇ：実現等

【工程】利活用ルール：ルール明確化（～２０１８）等 セキュリティ：演習等
テストベッド：新技術の実証等 Wi-Fi：整備推進 ５Ｇ：総合実証（２０１７～）等

【実装の効果】テレワークによる生産性の向上、ワークライフバランスの確保
ふるさとテレワークによる地域への移住・交流人口の増加

【ＫＰＩ】テレワーク企業導入数３倍、雇用型在宅型テレワーカー数１０％以上、
ふるさとテレワーク拠点整備箇所数１００箇所、地域の雇用創出１，６００人

【工程】テレワークの普及啓発や導入支援
ふるさとテレワークを導入する自治体等への補助

【実装の効果】教育クラウド・プラットフォームの活用、プログラミング教育によ
る教育の質的向上・格差是正、次代を担う人材の育成

【ＫＰＩ】ｸﾗｳﾄﾞ上の教材等を活用したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教育等を実施可能な学校１００％

【工程】教育クラウド：学習系クラウド標準化等（～２０１６末）、校務系・学習系クラウド連携
実証・標準化（２０１７～）、ＩＣＴ環境の整備促進等

プログラミング教育：地域実証（～２０１７）、ＩＣＴ環境の整備促進等



２０２０年度までの工程（イメージ） 5

２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ （年度）

【教育】プログラミング教育
(地域実証)

【医療等】クラウド型EＨR
(補助事業等)

【医療等】PHR(研究事業）

【防災】G空間防災システム
(補助事業、普及啓発）

【教育】教育クラウドPF（学習系）(標準化・ガイドブック発行)

【農林⽔産業】スマート農業・林業・漁業モデル
(事例発掘、補助事業、周知啓発）

【地域ビジネス】地域ビジネス活性化モデル
(事例発掘、周知啓発）

【観光】観光クラウド
（事例発掘、補助事業、周知啓発）

【防災】Lアラート
(連絡会開催、研修等）

【教育】ICT環境等整備
(関係機関との連携等)

【農林⽔産業】農業ガイドライン(ガイドライン策定)

【地域ビジネス】マイキーPF
(地域実証)

【観光】おもてなしクラウド
（基盤構築・地域実証）

【観光】多⾔語⾳声翻訳（地域実証）

【地域ビジネス】マイキーPF
(自律的普及展開の促進)

【医療等】PHR
(自律的普及展開の促進）

【防災】Lアラート（⾼度化）
(自律的普及展開の促進）

【観光】おもてなしクラウド
(自律的普及展開の促進)

【農林⽔産業】農業ガイドライン
(周知啓発等)

【観光】多⾔語⾳声翻訳
(自律的普及展開の促進)

【防災】Ｌアラート（⾼度化）(実証事業)

【教育】教育クラウドPF
（校務系・学習系連携）(実証事業）

【観光】多⾔語⾳声翻訳
（大規模実証・改善）

地
域
へ
普
及
展
開

実
装
へ

実
証
フ
ェ
ー
ズ

実
装
フ
ェ
ー
ズ

【働き⽅】テレワーク
（普及啓発、補助事業等）



ＩｏＴ実装による地域の将来像 6

災害時の迅速な避難行動や適切な健康管理で安心・安全が実現

ニーズにマッチした生産と域外販売の拡大で、地域産業が活性化 訪日外国人や旅行者が各地域に訪れ、賑わい豊かな地域が実現

地方でも都会と同じように働く環境や質の高い教育サービスが実現

➀How much is this?

多言語翻訳アプリを利用して、
スムーズに買い物

各種情報を観光クラウドから取得

サイネージで目的地へ案内

XXXの状況
 明日収穫可能：●kg
 今月の見込み：××kg

XXXの状況
 明日収穫可能：●kg
 今月の見込み：××kg

海外からＥＣサイトで
直接購入

収穫の状況をリアルタイムで把握しながら、
小売店やＥＣサイトでの販売を実施

自動走行のトラクター、スマートビニールハウスで、
生産性が高く効率的な農業を実施

Japanese authentic Food 
…vegetable
…○○

リアルタイムにスマートフォン
・街頭のサイネージに表示

ＥＨＲ・ＰＨＲの情報に基づき、
避難所においても適切な処置を実施

Aさんの服用薬
・xxx ： 毎日1回1錠
その他留意事項
・○○アレルギー

りょうくんのページ

半分くらいです

割合の問題完

未 面積の問題

算数

進み具合

はるかさんのページ

あと少しで次に進みます

算数

割合の問題完

完 面積の問題

進み具合

教育クラウドを活用し、個々にあった
高い水準の教育が受けられる

託児所完備のサテライトオフィスで
都心の仕事を地域でも実施

buy
buy

波浪計の情報を受けて、
災害情報・避難情報を入力

②”これはいくらですか？”

Accommo-
dations

BB ryokan

Information
AA temple



２０２０年度時点における地域ＩｏＴ実装に関連する経済効果

● 地域ＩｏＴの実装が関連市場や全産業にも裾野が広がることによってもたらされる「経済波及効果」、

「雇用創出効果」、「ＩＣＴ投資増加額」、「ＩＣＴ雇用創出効果」を推計（２０２０年度時点）。

経済波及効果

4.9兆円
＜分野別の経済効果＞

分 野 経済波及効果 雇用創出効果 ＩＣＴ投資増加額 ＩＣＴ雇用創出効果

教 育 ４，１００億円 ２万０，１００人 ２，３００億円 １万０，１００人

医療・介護・健康 １兆３，０００億円 ９万４，３００人 ２，９００億円 １万２，７００人

働き方 ３，９００億円 ５万９，８００人 ８００億円 ３，５００人

防 災 ５００億円 ２，５００人 ３００億円 １，３００人

農林水産業 ７，４００億円 ３万６，４００人 ４，２００億円 １万８，４００人

地域ビジネス １兆０，４００億円 １０万６，１００人 ３００億円 １，２００人

観 光 １兆０，１００億円 １３万０，２００人 ５００億円 ２，０００人

小 計 ４兆９，３００億円 ４４万９,３００人 １兆１，２００億円 ４万９，１００人

雇⽤創出効果

45万⼈
ICT投資増加額

1.1兆円
ICT雇⽤創出効果

5万⼈

地域実装がもたらす効果 ＩＣＴ分野に及ぼす効果
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※四捨五入の関係上、小計は各項目を積み上げた数字と一致しないことがある。



（参考）地域ＩｏＴ実装に関連する経済効果の試算の前提

◆ 本経済効果は、地域ＩｏＴ分野別モデルの実装が順調に進展し、ＩｏＴが様々な形で地域に浸透することで、

その効果が関連する市場に拡大し、ひいては全産業に広がっていく姿を想定して、２０２０年度時点における経

済効果を参考として示したものである。

※したがって、本経済効果は、地域ＩｏＴ分野別モデルの各ＫＰＩが達成された場合の経済効果のみを示したものではない。

◆ このため、本経済効果の算定に当たっては、地域ＩｏＴ分野別モデルに関係が深い、分野別の関連市場規模

推移の推計値（既存）を活用することとし、当該関連市場から波及される効果に限定して、２０２０年度時点に

おける関連市場規模の増加額から、全産業への経済波及効果・雇用創出効果と、ＩＣＴ投資増加額・ＩＣＴ雇用

創出効果を推計したものである。

（算出方法の基本的考え方）

以下の算定方法を原則としつつ、必要に応じて分野別のモデルの特性に応じた特殊要因を加えることにより算出。

［経済波及効果］分野別の関連市場規模増加額に産業連関表の逆行列係数を乗じることにより算出。

［雇用創出効果］分野別の関連市場規模増加額に産業連関表の雇用誘発係数（全分野）を乗じることにより算出。

［ＩＣＴ投資増加額］分野別の関連市場規模増加額がＩＣＴ投資増加額から生ずるものと仮定して算出。

［ＩＣＴ雇用創出効果］ＩＣＴ投資増加額に産業連関表の雇用誘発係数（ＩＣＴ分野）を乗じることにより算出。
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